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 問い合せ先 
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 メンバ 
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 事業概要 

本研究の目的は, 高次精度非構造格子法である discontinuous Galerkin (DG)法と非定常乱流を高精
度に予測する large eddy simulation (LES)の二つをベースとした高精度空力音響解析ソルバーを確立
することである. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

本研究が目指す LES による高精度乱流解析および高精度空力音響解析は, 膨大な数の計算格子を用
いた大規模解析なため, 実現するためにはスパコンが必須である. また, DG 法は膨大な大規模解析上
で高い実行効率を実現し, スパコン上でその真価を発揮する. 

 

 今年度の成果 

今年度は, 計算格子を削減したことで生じる曲面再現性の低下が空力音響解析に与える影響につい
て調査した. 高次精度数値計算法の利点は計算格子を粗く出来ることであるが, 曲面再現性の低下に
よる悪影響が懸念されていた. しかし, その具体的な影響については調査が不十分である. 本研究で
は, 円柱まわりの音響伝播解析を対象に, 曲面格子で円柱を表現した場合と, 多角形(直線格子)で円柱
を表現した場合の計算結果を比較することで, 曲面再現性が空力音響解析に与える影響を調査した. 
離散化手法には空間 4 次精度 DG 法と陽解法を用い, 十分に格子収束が取れた計算格子に対して調査
を行った . 図 1, 図 2 にある時刻における円柱表面の圧力分布とその拡大図を示す . 図中の
CX(X=8,16,32,64,128)は, 円柱を X 角形で表現したケースを示している. 全体的に曲面再現性による
解への影響は小さいが, C8およびC16の場合は明らかに解に影響を与えていることが分かる. C16, す
なわち円柱を 16 角形で表現する状況は, 流れ場に対して周方向の計算格子数が 16 セルで十分格子収
束する場合に生じる. これは, DG 法の場合, 8 次精度以上の状況となる(本研究の格子収束性の検証で
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分かった したがって 空間 次精度以上の 法を用いた場合は 計算格子を粗くすることによる
曲面再現性の低下が空力音響解析に悪影響を与え 問題になってくるといえる なお 本解析は背景
流速が の音響伝播について調査したが 背景流速をともなう場合は 曲面再現性の低下による影響
が更に顕著になる可能性がある

図 円柱まわりの圧力分布

図 円柱まわりの圧力分布 拡大図
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成果の公表

査読なし論文

口頭発表
淺田啓幸 「高次精度 法における非物理的モードの挙動」 第 回流体力学講演会 第 回

航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム 年 月
淺田啓幸 「高次精度 法におけるエイリアシングの理解」 第 回数値流体力学シンポジウ

ム 北海道大学フロンティア応用科学研究棟 年 月

利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

プロセス並列手法
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合
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